
こ れ か ら の 家 庭 教 育 ～親子のコミュニケーション～

仕事でも、家庭内でも、コミュニケーションが重要であることは疑いようのない事実です。社員と顧客、

上司と部下、親と子ども、どれをとっても別々の立場や考え方があるため、「言わなくても分かる」という

ことはあまりありません。今回は親子のコミュニケーションの手法について考えてみましょう。

○対話と傾聴

「自分は子どもの話を聞いているほうだ」という自負のある方、そうでない方様々だと思いますが、そも

そも子どもと対話する目的はいったいなんでしょうか。

子どもの話を聞いていると、発達段階に応じた、つたない言葉

で色々な説明をしてきます。それを聞いている親はやきもきしな

がら「いったい何を言いたいのだろうか」と予想し

ながら聞いているのではないでしょうか。その結果、対話の途中でも親の中で合点がいくと子どもの言葉

をさえぎって、正しいとされることを子どもに指導することがあります。このやりかたなら、子どもは確か

に「正しいとされること」を知ることはできるでしょう。（それが正しいか間違っているかは別にして）し

かし、その子どもの気持ちはどうなるのでしょう。自分の行動根拠の何が間違っているかも分からず、親へ

の信頼関係は作られないままではないでしょうか。大切なことは、話を聞いてまず共感することです。その

話の内容に同意できるかどうかはその後の話です。そうすれば子どもは自分の思い・考え方を親にわかって

もらえたと感じ、親への信頼は一層厚いものになるでしょう。

最初の疑問の答えとして、子どもと対話することの真の目的は、正しさを押し付

けることではなく、「子どもの考えについて話すこと」です。

親にとってはちょっと面倒ですが、子どもに共感することで、“子が親と心を通

わせ、子ども自身の意思決定能力を磨く”ことができるのではないでしょうか。

－和寒町青少年育成町民会議－

国道40号 ジュネスハウス３と顕正寺の間に設置された信号機

小学生による初めての横断
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対話の傾聴
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